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論文内容要旨
摘要
 ヤナギ亜科は,ケショウヤナギ属(1sp.),オオバヤナギ属(3spp.),ヤナギ属(300-500spp.)
 から成る。ヤナギ亜科の各種は変異性に富み,特徴となる形質が少なく,かっ雑種を生じ易い、,
 そのため,分類に困難な点が多く,系統関係を推定し得る形質も不足している。
 ヤナギ亜科では一般に種子植物の分類を行なう上で重要とされる生殖的器官の構造が単純
 で,その分類学的な適用の範囲が限定されてしまう。そのため,栄養的器官からも系統を論ず
 るのに有効な形質を見い出して分類に積極的に活用して行くことが必要である。葉は栄養的器
 官の中で最も分類学的に用いられることの多い器官である。ヤナギ亜科植物では光学顕微鏡レ
 ベルでの研究から,葉肉組織の層構造,下皮組織などをはじめとした解剖学的構造については
 亜科全般の分類体系に沿った議論も行なわれてきている。
 本研究では葉部形質の分類学的な有効性をさらに拡充して行くために,これまで重要視され
 ながらも詳細な比較研究がなされてこなかった葉の表面の各形質に着目した。ヤナギ亜科全体
 に亙る146種類の分類群から材料を得,新たに走査型電子顕微鏡(SEM)を用いた観察を行なっ
 た。
 その結果,クチクラ模様,気孔,ワックス,毛,毛根,表皮細胞,側脈の葉の表面観を形成
 する構造物の微細な形状,隆起の程度,大きさ,密度,明確さの程度などの特徴を客観的に評
 価できる分類学的に有効な形質として認めることができた。そしてヤナギ亜科内部でこれらの
 各形質の分布を調べ,各分類群毎の葉の表面構造を詳細に記載した。
 次にヤナギ亜科の系統関係について解析を行なうために,今回得たデータを中心とする葉部
 形質の比較に基づき各分類群問の類縁関係を検討した。
 まずヤナギ属のSalix亜属,Vetr1x亜属,Chamaet1a亜属,Helix亜属内の各分類群につい
 ての検討を行なった。得た結果のうち主だったものは下に示す通りである。
 (1)Salix亜属
 ①Salix亜属の大部分が上面にクチクラ模様を持つ。また上面に気孔を有する種類も多く,こ
 の二点がこの亜属の際だった特色となっている。
 ②LOllgifoliae節は両面に下皮を持つことでヤナギ亜科全体に於いて特異な存在である。表
 面構造でもクチクラに全く模様が見られず,上面にワックスを有し,常に他と比較して桁外
 れに多い気孔を持つことでSalix亜属の中で異質な存在である。他のSalix亜属の種類と異
 なった系統学的な位置にあると言える。
 ③Salix亜属の残りのグループは,クチクラ模様によって2つに分かれる。一方はクチクラに
 密で明確な畝状紋か線条紋を持つグループで,他方は疎な囲み状の線状紋を持つか,クチク
 ラに模様が現れないグループである。冬芽の形状により分類した場合,前者は「Protitea亜
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 属fモ後者は「Euitea亜属」:…=にほぼ対応し,雄蕊の形質では前者は多雄蕊群に対応し,後者
 は二雄蕊群に対応する。進化の方向が明らかにされているこれらの形質と連関しあって変化
 することで,密なクチクラ模様の存在が,原始性を反映するよい形質であることが明らかに
 なった。
 ※:「Protitea亜属」と「Euitea亜属」
 本論文で採用したヤナギ属の体系とは別個の体系で,冬芽の腹部が離生する(Protitea
 亜属)か癒合する(Euitea亜属)かで分類する体系。Euitea亜属には,Chamaetia亜属,
 Vetrix亜属,Helix亜属が含まれるが,本論文中ではSalix亜属に限り,「Protitea亜属」
 「Euitea亜属」として表した。
 ④Amygdalhlae節とPelltandrae節の一部は密なクチクラ模様を持つが,冬芽では進化した
 グループである「Euitea亜属」に属する。典型的な「Protltea亜属」と「Euitea亜属」の間
 の移行形と考えられる。
 (2)Chamaetia亜属
 ①Chamaetia亜属は上面にクチクラ模様が見られないことと下皮を持つことが特徴となっ
 ている。
 ②Chamaetia亜属では,上面の気孔,下面のワックスと毛,葉肉構造などにおいてRe亡usae
 節とGlaucae節の2方向への分化が生じており,この両者の間に中間的な形質を持つ
 Myrtilloides節と,両者のどちらかに似るがやや異なるものを混在させているMyrtosalix
 節が位置していると考える。
 (3〉Vetrix亜属
 ①Vetrix亜属は表面構造で多様性に富む。クチクラ模様を持つ種類や,上下面に毛を有する
 種類が多くこの亜属の特色となっている。
 ②原始的なSalix亜属に顕著な上面のクチクラ模様と下面の下皮が常に見られることで,
 Vetrix亜属の中では,Cordatae節が一番原始的な位置にいると考える。
 ③Glabrelia節,Sieboldiallae節,Nigrica!〕tes節,Arbuscella節,Lanatae節及びVillosae
 節の一一部とVetrix節のVull)inae亜節は,線状紋と明確な下皮の存在により,Cordatae節に
 強い類縁性を持ち,同時にクチクラ模様を持たない種類も有することでChamae亡1a亜属への
 関連性も推察されるグループである。
 ④Fulvopubescells節,hcubaceae節,Canae節は,葉の外形同様,その表面構造に於いて
 も上面にクチクラ模様が見られず個々の細胞が膨らんでいることと下面に密に毛を敷くこと
 でVimen節と共通する。
 ⑤Subvimillalis節,Flavidae節は,Vlmell節に似た葉の表面観を持っているが,上面に気孔
 を多数持ち,しかもそれらがやや窪んでいるという点で,Helix亜属への類縁性も示唆され
 る。
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 ⑥Vetrix節では,葉の表面構造と解剖学的構造を総合するとVulpillae亜節は,Cordatae節
 に強い類縁性を持つ一方で,Substriatae亜節,Laeves亜節は,Vimen節への類縁性が強い。
 ②,③のCordatae節に似るグループと④,⑤のVimen節に似たグループとの接点と考えら
 れる。
 (4)Helix亜属
 ①Helix亜属は一部を除いて,上面にクチクラ模様が見られず,上面に気孔が密に分布し,下
 皮を持たないことで特色づけられる。
 ②Purpureae節のTenuijulis,Kirilowiallae両亜節と,Purpureae亜節のS.〃ノnogフ舷。∂i4S
 ρz`ψ'∫解8及びCheilophilae節では,上面の気孔をはじめとする表面構造,表皮細胞や葉肉組
 織の層構造などの解剖学的な構造ともに背腹性が弱い。S.purpurea以外はすべて乾燥気候
 の中央アジアに産する種類であり,xeromorphicな葉の形質と関連した分布的なまとまりを
 持っている。
 ③Purpureae亜属のS.∂1nogη40∂鉱S加フ加プθαを除いた種類は殆どの場合上面に気孔を
 生じず,解剖学的に見てもやや背腹性が強い。これらは東アジアの湿潤な気候の地に分布し,
 葉の形質は②同様環境条件に対応した分化を生じている。
 以上の結果を基本に,ヤナギ亜科全体を総合的に検討した結果,葉部形質に基づき,各属及
 び各亜属間の関係について以下のような考察が得られた。
 (1)クチクラ模様は,ヤナギ属では原始性を反映する重要な形質であるが,ケショウヤナギ属,
 オオバヤナギ属には見られない。このことからケショウヤナギ属,オオバヤナギ属間の関係
 はそれぞれとヤナギ属との間の関係よりも近くであり,両属は,ヤナギ属の系統からはやや
 離れた位置に位置するという考え方が支持される。
 (2)このクチクラ模様の変化により,Salix亜属内での「Protitea亜属」からの「Eultea亜属」
 への分化が支持され,Vetrix亜属に於ては,Corda仁ae節を基に分化が生じていったことが推
 察される。
 (3)Salix亜属の「Euitea亜属」は下皮構造が発達し,毛はあまり生じないが,Vetrix亜属で
 は下皮が消失し,毛が発達してくることで互いに違う系統のラインを形成している。
 (4)Chamaetia亜属,Helix亜属は,葉の表面構造と解剖学的な構造に於ても良いまとまワを
 示し,Chamaetla亜属は周極地方,Helix亜属は中央アジア地域を中心にしてそれぞれ独自
 の発達をしてきたグループであることの裏付けと成る。
 (5)Chamaetia亜属の葉部形質。)特徴(クチクラ模様の欠如,下皮組織の発達,背腹性の発達)
 は,Vetrix亜属のCordatae節,Glabrella節,Nigricalltes節などにも共通して見られ,共
 通の起源を示すと考える。
 (6)ケショウヤナギ属とヤナギ属のLollgifoliae節及びHelix亜属は葉の表面構造,解剖学的
 構造ともに背腹性が欠如している。Helix亜属は従来雄蕊の形質から最も進化したグループ
 とされてきた。しかし,原始的と考えられているケショウヤナギ属やLongifoliae節に苞など
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一 の形質でも共通性が見られ,類縁性が考えられる。
 (7)Helix亜属に葉の表面構造の細部に亙るまでLongifoliae節の種類と同じ形態を持つ種類
 があるという今回確認された事実は(6)の見解を支持した。
 以上,ヤナギ亜科植物の各分類群の葉の表面構造を詳細に記述し,さらに従来得られていた
 解剖学的知見と照合して各分類群を比較することにより,葉部形質からヤナギ亜科の分類体系
 の再検討を行ない,各分類群の系統関係について考察した。
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 論文審査の結果の要旨
 境秀紀提出の論文はヤナギ亜科植物の葉の表面の形態を走査型電子顕微鏡を用いて観察し,
 得られた知見を基礎としてヤナギ亜科分類体系の再検討を行ない,各構成分類群の系統関係に
 ついて考察したものである。
 ヤナギ亜科植物の葉の表面にあるクチクラ模様,気孔,ワックス,毛,毛根,表皮細胞,側
 脈などの形態は客観的に評価できる分類学的に有効な形質として認めることができた。そこで,
 まずこれらの形質をヤナギ亜科の各分類群ごとに詳細に記載した。次に各形質の分布を調べ,
 各分類群問の類縁関係を検討し,次の結論を得た。
 (1)クチクラ模様は原始性を反映する形質であるが,ケショウヤナギ属(1種を含む),オオバ
 ヤナギ属(3種を含む)に見られない。このことから両属はヤナギ属(300-500種を含む)
 から離れた系統的位置にあるという考え方が支持できる。
 (2)クチクラ模様の変化により,ヤナギ属Sα砒亜属内での「凸η癬θα亜属」から「Ez∫舵α亜属」
 への分化が支持され,レ諮耽亜属では,Cω磁伽節から他の節が分化したと推察される。
 (3〉Sα鷹亜属の「伽舵σ亜属」は下皮構造が発達し,毛はあまり生じないが,距ケ㍍亜属では
 下皮が消失し,毛が発達することで互いに系統的に異なる。
 (4)Chのnπピ磁亜属と旋鷹亜属は,葉の表面構造と解剖学的な構造がそれぞれ特有であり,前
 者は周極地方,後者は中央アジア地域を中心にして分化したと考えられる。
 (5)C如才nα召磁亜属の葉部形質の特徴(クチクラ模様の欠如,下皮組織の発達,背腹性の発達)
 は1∠8ケ㍍亜属Co雇α'磁節,αα漉磁節,ノ〉㎏漉α漉s節などにも共通して見られ,共通の起
 源を示すと考える。
 (6)ケショウヤナギ属,Sα歳亜属五膨g痴磁ε節及び漉鷹亜属は葉に背腹性が欠如してお
 り,これらの系統上の類縁性が考えられる。
 (7)飽戯亜属に葉の表面構造の細部まで諏歳亜属L碗8抑伽θ節の種類と同じ形態を持つ
 種類がある。
 以上の研究成果はヤナギ科植物の形態と分類に関する全く新しい知見であり,植物分類学お
 よび植物形態学の発展に大いに寄与するものである。これは著者が自立して研究活動を行なう
 に必要な高度の研究能力と学識を有することを示している。よって境秀紀提出の論文は理学博
 士の学位論文として合格と認める。
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